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(No.664) 第3話 ニコチン切れのストレス 

－ニコチン依存症はニコチン切れのストレスを背負う... 

 「タバコは健康に悪い」ことは誰でも知っているのに、なぜ吸い続け る

人がいるのでしょうか。それは、タバコに含まれる“ニコチン”のせいなの

です。 

 タバコの煙を吸い込むと肺を経由してニコチンが血液に溶け込み脳に届き

ます。するとニコチンに反応して“ドーパミン”という物質が放出されま

す。ドーパミンは快感をもたらす作用があるので、人々は心地よくなるので

す。 

(No.665) 第4話 禁煙は当然 

－受動喫煙による健康被害で「禁煙は当然」と言える時代... 

  いったんタバコを吸い始めてしまいニコチン依存症になって、何十年も毎

日タバコを吸い続ける生活をしている人が大勢います。そんな喫煙者は毎日

何本もタバコを吸うので、周りにはその煙が漂う機会が多くなります。そう

すると周りの人たちもその煙を吸わされる機会が多くなるわけです。 

 そこで、下図を見てください。喫煙者がタバコを吸うと自分自身が吸い込

む「主流煙」の他に、火のついたタバコの先から出る「副流煙」、喫煙者が

吐き出す「呼出煙」が周りに拡散します。この煙を吸わされる事が「受動喫

煙」と呼ばれる「望まない喫煙」なのです。 

(No.666) 第5話 警告表示 

－肺がんの警告表示されているようなものを買う必要がないこと... 

  「喫煙は、あなたにとって肺がんの原因の一つとなり、心筋梗塞・脳卒中

の危険性や肺気腫を悪化させる危険性を高めます。」こんな警告文が書かれ

ている商品を買う人はいるでしょうか。 

(No.667) 第6話 なんとかしなくては 

－タバコの税収で財政を立て直した歴史的経緯... 

  「肺がんになる危険性があります」と警告表示をしているタバコが、どう

して販売されているのでしょうか。それは、国家の財政と大きく関係してい

るからです。 

 日本が江戸幕府から明治政府に変わり近代国家になったのはたった１５０

年前のことですが、それに伴い国家の財源確保が大きな課題でした。下記に

あるように、その対策としてタバコに税金を課す制度が始まったのです。

「煙草専売法」という法律を制定し、国がタバコの製造販売を独占して行い

国家の財源を確保したのでした。 

(No.668) 第7話 FCTCと各国 

－タバコの健康被害対策は世界的規模だが日本は遅れている... 

  日本のタバコには「肺がんになる危険性があります」などの警告表示がさ

れている事はすで紹介しましたね。ところが下の写真を見てください。海外

のタバコには、警告文とともにちょっと直視したくないような画像が印刷さ

れているのです。こんな画像を目にして購入するのはかなり抵抗があるで

しょうね。こんなに強烈な警告しているのには訳があります。 

URL:https://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 
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